
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

条

例

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一

○
福
島
県
修
学
等
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

○
福
島
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

○
福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

○
福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付

金
を
受
け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
採
石
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
砂
利
採
取
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
及
び
福
島
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

四

条

例

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
福
島
県
修
学
等
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け

取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
採
石
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
砂
利
採
取
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
屋
外
広
告

物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
及
び
福
島
県
流
域
下
水
道
の
構
造

の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
条
例
第
九
十
六
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
福

島
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
の
表
傷
病
補
償
年
金
の
項
中
「
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法

律
第
百
二
十
八
号
）
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
（
以
下
単
に
「
障
害
共
済
年
金
」
と
い
う
。
）
又
は
」
を
削
り
、
同
表

障
害
補
償
年
金
の
項
中
「
障
害
共
済
年
金
又
は
」
を
削
り
、
同
表
遺
族
補
償
年
金
の
項
中
「
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
又
は
」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
の
表
中
「
障
害
共
済
年
金
又
は
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十

七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
条
例
附
則
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条

第
一
項
の
表
傷
病
補
償
年
金
の
項
中
「
障
害
に
つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
に
つ

い
て
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

（
以
下
「
改
正
前
の
国
共
済
法
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員

等
共
済
組
合
法
（
以
下
「
改
正
前
の
地
共
済
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
（
以

下
「
障
害
共
済
年
金
」
と
い
う
。
）
又
は
障
害
厚
生
年
金
」
と
、
同
表
障
害
補
償
年
金
の
項
中
「
障

害
に
つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
に
つ
い
て
障
害
共
済
年
金
又
は
障
害
厚
生
年
金
」

と
、
同
表
遺
族
補
償
年
金
の
項
中
「
死
亡
に
つ
い
て
遺
族
厚
生
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
死
亡
に
つ
い

て
改
正
前
の
国
共
済
法
若
し
く
は
改
正
前
の
地
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
又
は
遺
族
厚

生
年
金
」
と
、
同
条
第
二
項
の
表
中
「
障
害
に
つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
に
つ

い
て
障
害
共
済
年
金
又
は
障
害
厚
生
年
金
」
と
す
る
。

（
障
害
共
済
年
金
等
が
支
給
さ
れ
る
者
の
特
例
）

３

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
共
済
年
金
若
し
く

は
遺
族
共
済
年
金
が
支
給
さ
れ
る
者
又
は
同
法
附
則
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
共
済

年
金
若
し
く
は
遺
族
共
済
年
金
が
支
給
さ
れ
る
者
に
係
る
改
正
後
の
条
例
附
則
第
四
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
表
傷
病
補
償
年
金
の
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
───────────────────────────────────────────────────────────
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十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
又
は
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を

図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）

附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
若
し
く
は
同
法
附
則
第
六
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
」
と
、
同
表
遺
族
補
償
年
金
の
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に

よ
る
遺
族
厚
生
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
厚
生
年
金
保
険
又
は

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
若
し
く
は
同
法
附
則
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
」
と
す
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
条
例
第
九
十
七
号

福
島
県
修
学
等
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
修
学
等
支
援
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
各
種
学
校
」
を
「
、
各
種
学
校
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
私
学
・
法
人
課
）

福
島
県
条
例
第
九
十
八
号

福
島
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
消
費
生
活
課
）

福
島
県
条
例
第
九
十
九
号

福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
条
例
第
四
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
の
被
貸
与

者
に
限
り
」
を
加
え
、
同
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

六

貸
与
を
受
け
た
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
、
緊
急
修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
契
約

が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
、
」
及
び
「
又
は
地
域
医
療
修

学
資
金
の
被
貸
与
者
」
を
削
り
、
「
及
び
後
期
研
修
等
」
を
「
、
県
内
後
期
研
修
に
従
事
し
た
期
間
及

び
県
立
病
院
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
機
関
の
産
科
又
は
小
児
科
の
医
師
と
し
て
勤
務
」
に
、
「
へ
き
地

医
療
等
修
学
資
金
、
緊
急
修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
（
以
下
「
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
等
」

と
い
う
。
）
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
（
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
等
の
貸
与
」
を
「
緊
急
修
学
資
金
の

貸
与
を
受
け
た
期
間
（
緊
急
修
学
資
金
の
貸
与
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
後
期
研
修
等
」
を

「
、
県
内
後
期
研
修
に
従
事
し
た
期
間
及
び
県
立
病
院
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
機
関
の
産
科
又
は
小
児

科
の
医
師
と
し
て
勤
務
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
七
条
」
を
加
え
、
同

項
第
四
号
中
「
緊
急
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
」
を
「
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
、
緊
急
修

学
資
金
の
被
貸
与
者
」
に
改
め
、
「
以
下
こ
の
条
」
の
下
に
「
、
第
七
条
」
を
、
「
締
結
し
た
も
の
」

の
下
に
「
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
」
を
加
え
、
「
県
内
臨
床
研
修
等
従
事
期
間
が
緊
急

修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
（
緊
急
修
学
資
金
の
貸
与
」
を
「
県
内
臨
床
研
修
等
従
事
期
間
が
へ

き
地
医
療
等
修
学
資
金
、
緊
急
修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
（
へ
き
地

医
療
等
修
学
資
金
、
緊
急
修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
貸
与
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の

う
ち
県
内
後
期
研
修
に
従
事
す
る
期
間
は
」
を
「
又
は
県
内
臨
床
研
修
等
一
部
従
事
期
間
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
県
内
臨
床
研
修
等
従
事
期
間
等
」
と
い
う
。
）
に
算
入
す
る
県
内
後
期
研
修
の
期
間
は
」

に
、
「
県
内
臨
床
研
修
等
従
事
期
間
に
算
入
し
な
い
」
を
「
県
内
臨
床
研
修
等
従
事
期
間
等
に
算
入
し

な
い
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

医
師
と
な
っ
た
後
直
ち
に
県
内
臨
床
研
修
に
従
事
し
、
そ
の
後
継
続
し
て
後
期
研
修
等
に
従
事

し
た
場
合
に
お
い
て
、
最
初
に
県
内
臨
床
研
修
に
従
事
し
た
日
か
ら
次
の
ア
、
イ
又
は
ウ
に
掲
げ

る
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
ア
、
イ
又
は
ウ
に
定
め
る
期
間
に
育
児
休
業
の

期
間
そ
の
他
知
事
が
認
め
る
期
間
を
加
え
た
期
間
を
経
過
し
た
と
き
。

ア

旧
緊
急
貸
与
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
旧
緊
急
貸
与
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第

一
種
貸
与
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
も
の

十
一
年

イ

旧
緊
急
貸
与
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
旧
緊
急
貸
与
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第

二
種
貸
与
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
も
の

八
年

ウ

へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
、
新
緊
急
貸
与
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
新
緊
急

貸
与
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
し
た
も
の
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
被

貸
与
者

周
産
期
医
療
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
二
分
の
三
に
相
当
す
る
期
間
を
経

過
し
、
か
つ
、
当
該
最
初
に
県
内
臨
床
研
修
に
従
事
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
年
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間
を
限
度
と
し
て
知
事
が
認
め
る
期
間

第
七
条
第
一
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第

六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
、
緊
急
修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
返
還
が
決
定
し
た
と

き
。

第
八
条
第
一
号
中
「
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
、
」
、
「
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の

被
貸
与
者
」
、
「
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
、
」
及
び
「
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
」
を
削
り
、
「
緊

急
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
の
う
ち
新
緊
急
貸
与
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
新
緊
急
貸
与
条
例
第
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
返
還
債
務
の
額
に
当
該
県
内
臨
床
研
修
等
従
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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事
期
間
を
緊
急
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
（
緊
急
修
学
資
金
の
貸
与
」
を
「
へ
き
地
医
療
等
修

学
資
金
の
被
貸
与
者
、
緊
急
修
学
資
金
の
被
貸
与
者
の
う
ち
新
緊
急
貸
与
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り

新
緊
急
貸
与
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
し
た
も
の
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
被

貸
与
者
に
あ
っ
て
は
返
還
債
務
の
額
に
当
該
県
内
臨
床
研
修
等
従
事
期
間
を
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
、

緊
急
修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
（
へ
き
地
医
療
等
修
学
資
金
、
緊
急

修
学
資
金
又
は
地
域
医
療
修
学
資
金
の
貸
与
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
医
療
課
医
療
人
材
対
策
室
）

福
島
県
条
例
第
百
号

福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受

け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利

の
放
棄
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
第
二
項
第
七
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

七

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
か
ら
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
支
援
決
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
等
の

事
業
の
再
生
に
関
す
る
計
画

八

特
定
債
務
等
の
調
整
の
促
進
の
た
め
の
特
定
調
停
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五

十
八
号
）
に
基
づ
く
調
停
に
お
け
る
調
書
（
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
調
停
条
項
に
よ
る
も
の
を

除
く
。
）
又
は
同
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
決
定
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
中
小
企
業
者
等
の
事
業

の
再
生
に
関
す
る
計
画

九

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
第
三
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
支
援
決
定
を
受

け
た
中
小
企
業
者
等
の
事
業
の
再
生
に
関
す
る
計
画

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
営
金
融
課
）

福
島
県
条
例
第
百
一
号

福
島
県
採
石
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
採
石
法
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
二
の
項
及
び
三
の
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
三
十
二
条
の

四
第
一
項
第
六
号
ロ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
企
業
立
地
課
）

福
島
県
条
例
第
百
二
号

福
島
県
砂
利
採
取
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
砂
利
採
取
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
二
の
項
及
び
三
の
項
中
「
第
六
条
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
六
号
ロ
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
技
術
管
理
課
建
設
産
業
室
）

福
島
県
条
例
第
百
三
号

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
中
「
及
び
い
わ
き
市
」
を
「
、
い
わ
き
市
及
び
白
河
市
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
務
は
、
白

河
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

二

法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
及
び
費
用
の
徴
収

三

法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
除
却

四

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
管

五

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

六

法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
、
売
却
及
び
売
却
代
金
の
保
管

七

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
廃
棄

第
二
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
景
観
行
政
団
体
で
あ
る
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
）

第
二
十
七
条
の
三

法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
制

定
又
は
改
廃
に
関
す
る
事
務
は
、
白
河
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

白
河
市
の
区
域
に
お
い
て
は
、
第
三
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
（
屋
外
広
告
業

の
登
録
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
都
市
計
画
課
）

福
島
県
条
例
第
百
四
号

福
島
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
及
び
福
島
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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（
福
島
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

福
島
県
流
域
下
水
道
設
置
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
福
島
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

福
島
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
百

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
七
条
中
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
八
第
一
項
」
に
改

め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
下
水
道
課
）

福
島
県
条
例
第
百
五
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
十
二
条
中
「
で
あ
つ
て
、
福
島
市
、
二
本
松
市
、
郡
山
市
、
須
賀
川
市
、
会
津
若
松
市
、
喜
多

方
市
及
び
い
わ
き
市
の
区
域
に
位
置
す
る
も
の
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
第
六
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
築
住
宅
課
）


